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会
報
第

一
号
は
昭
和
六
十
三
年

（
一
九
八
八
年
）
二
月
二
十
九
日
発
行

西
江
原
史
跡
顕
彰
会

総
会
に
つ
い
て

今
年
度
は
、
四
月
二
十
九
日

（水
）
に
予
定
を
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
二
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
が
発
生
拡
大
し
、
緊
急
事
態
宣
言
も
発
令
さ
れ
て
、

総
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

本
年
度
に
限
り
、
総
会
未
実
施
に
つ
い
て
は
総
会

資
料
を
熟
読
い
た
だ
き
、
会
員
の
ご
承
認
を
い
た
だ

い
た
事
と
し
て
、
総
会
資
料
を
配
布
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

西
江
原
史
跡
顕
彰
会
役
員
の
方
々
に
は
、
事
業
報
告
、

決
算
報
告
書
、
令
和
二
年
度
事
業
計
画
案
と
会
計
予

算
案
等
を
議
題
と
し
説
明
を
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
「こ
の
た
び
の
判
断
は
会
長

・
副
会
長

・
総

務
の
九
名
で
協
議
し
、
決
定
致
し
ま
し
た
。
」

ま
た
、
当
日
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
北
条
早
雲
公

供
養
祭
も
中
止
い
た
し
ま
し
た
。

口」d 」
`ヽ

「
那
須
与

一
公
追
善
法
妥
並
び
に

神
神
稲
荷
夏
李
夫
祭
」
に
つ
い
て

今
年
度
は
令
和
三
年
八
月
二
十
二
日
に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
中
止
し
ま
す
。

″矛
七
ロ

「
西
江
原

入
十

入
ヶ
所
巡
り
」
へ
の
ご
案
内

昨
年
度
は
台
風
の
為
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
今
年
度
は
次
の
よ
う
に
予
定

し
て
い
ま
す
。

大
勢
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
回
覧
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

○
期
　
日

令
和
二
年
九
月
二
十
日

（日
）

○
集
　
合

西
江
原
公
民
館
駐
車
場

○
参
加
費

五
百
円

（保
険

・
飲
み
物
等
）

○
コ
ー
ス

一
番
札
所

（法
泉
寺
か
ら
二
十

一

番
札
所

（正
雲
寺
）
ま
で
都
合
で
変

更
も
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
後
日
参
加
希
望

者
を
募
り
ま
す
。

■
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備
中
伊
勢
氏
の
菩
提
寺

「
一長

（合
山
〓
法
白永
轟
“」

～
伊
勢
氏
は
な
ぜ
長

谷
に
造
営
し
た
か
～

先

納
　
い
づ

み

西
江
原
町
長
谷
に
あ
る
法
泉
寺
は
、
備
中

　

方
の
様
子
を
窺
う
事
が
で
き
る
た
め
、
河
川

・

伊
勢
氏
の
菩
提
寺
と
し
て
永
享
二

（
一
四
三

　

街
道
の
様
子
が
手
に
と
る
よ
う
に
観
察
で
き

○
）
年
に
、
伊
勢
盛
定

（早
雲
の
父
）
に
よ

　

る
。
つ
ま
り
、
い
ざ
戦
と
な
っ
た
時
に
は
敵

っ
て
建
て
ら
れ
た
曹
洞
宗
の
寺
で
あ
る
。　
　
　
が
何
処
か
ら
来
よ
う
が
い
ち
早
く
見
て
取
り
、

備
中
伊
勢
氏
は
、
室
町
時
代
初
め

（十
三

　

迎
え
撃
つ
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
眼
下

〇
〇
年
代
半
ば
）
頃
に
こ
の
地
に
入
っ
て
来

　

の
小
田
川
は
外
堀
代
わ
り
で
あ

っ
た
か
も
し

た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
所
領
は
荏
原
郷

・
　

れ
な
い
。
高
越
城
と
は
、
そ
う
い
う
城
で
あ

井
原
荘

・
笠
岡
村
等
で
あ
り
、
高
越
山
城
が
　
　
っ
た
。

居
城
で
ぁ

っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
時
は
、
戦
に
な
る
と
山
城
に
立
て
籠
も

当
時
の
城
と
い
う
の
は

「山
城
」
で
あ
る
。
　

っ
て
敵
を
迎
え
撃
つ
と
い
う
戦
闘
様
式
が

一

中
世
当
時
の
合
戦
と
い
う
の
は
騎
馬
戦
が

　

般
的
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
山
上
の
城
で
は

主
力
で
あ

っ
た
た
め
、
馬
が
登

っ
て
来
れ
な

　

長
期
居
住
に
は
む
か
な
い
。
何
よ
り
も
水
や

い
よ
う
な
高
く
急
な
山
の
上
に
城
を
築
く
ほ

　

食
料
が
不
足
す
る
た
め
、
戦
闘
を
長
く
続
け

う
が
有
利
で
あ

っ
た
。
高
越
城
も
こ
う
し
た

　

る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

山
城
と
し
て

一
二
八

一
年
に
築
か
れ
た
も
の
　

　

戦
が
常
態
化
し
て
く
る
と
、
戦
闘
様
式
も

で
あ
り
、
石
垣
は
無
く
曲
輪
を
何
段
も
連
ね
、
　
変
化
し
て
く
る
。

水
の
無
い
空
堀
な
ど
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。
　

　

山
城
が
落
ち
る
と
次
の
山
城

へ
移

っ
て
戦

そ
れ
は
、
山
の
地
形
を
利
用
し
た
軍
事
施
設

　

い
を
続
け
る
、
と
い
う
こ
と
を
く
り
返
し
て

（戦
時
の
防
御
施
設
）
と
し
て
用
い
る
こ
と

　

も
う
ま
く
い
か
な
い
。
そ
こ
で
、
平
山
城

。

を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
山
上
に
設
け
ら
れ

　

平
城
が
築
か
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
戦
国

た
砦
の
よ
う
な
城
に
あ
わ
せ
て
麓
に
は
居
住

　

時
代
に
は
、
方
々
に
菩
提
寺
と
い
う
名
の
も

用
の
館
が
設
け
ら
れ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
　
と
に
、
城
代
わ
り
の
寺
が
築
か
れ
る
よ
う
に

そ
の
姿
は
、
我
々
の
よ
く
知

っ
て
い
る
信

　

な
る
の
で
あ
る
。

長
以
降
の
城
と
は
全
く
違
う
姿
で
あ
る
。　
　
　
　
知
識
人
で
あ

っ
た
備
中
伊
勢
氏
も
、
や
は

山
上
か
ら
の
見
晴
ら
し
は
良
く
、
四
方
八

　

り
城
代
わ
り
と
な
る
菩
提
寺
の
建
立
を
考
え

た
。
水
が
十
分
に
確
保
で
き
、
食
料

の
備
蓄

も
可
能
で
あ
る
場
所
、
何
よ
り
情
報
が
得
や

す
く
、
他
者
に
わ
か
り
に
く
い
場
所
を
所
領

の
内
に
探
し
求
め
、
そ
し
て
、
理
想
的
な
長

谷
と
い
う
場
所
に
辿
り
着
い
た
。

長
谷
は
、
東

。
西

・
北
の
三
方
を
深
い
山

に
囲
ま
れ
た
南
北
に
細
長
い
谷
で
あ
り
、
そ

の

一
番
奥
に
法
泉
寺
を
建
立
す
る
こ
と
に
し

た
の
で
あ
る
ｃ

山
陽
道
か
ら
法
泉
寺
総
門
ま
で
の
距
離
は

直
線
で
約

一
、
三
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
と
近
い
が
、

山
陽
道
北
に
は
甲
山
が
あ
る
た
め
、
法
泉
寺

の
姿
は
全
く
見
え
な
い
。
ま
た
、
山
陽
道
か

ら
北
上
し
よ
う
と
す
る
時
に
は
、
雄
神
川

・

長
谷
川
を
渡

っ
て
廻
り
込
ま
な
け
れ
ば
法
泉

寺
に
は
辿
り
着
け
な
い
ｃ
廻
り
込
ま
な
け
れ

ば
そ
の
ま
ま
他
の
谷
を
北
上
す
る
こ
と
と
な

る
ｃ伊

勢
氏
は
、
そ
う
い
う
地
の
利
を
生
か
し

て
な
お
有
利
に
菩
提
寺
の
造
営
を
し
た
。

長
谷
に
入
る
と
、
東
か
ら
西

へ
と
細
長
く

深
い
湿
田
が
何
段
に
も
連
な
り
、
現
在

の
よ

う
な
道
は
全
く
無
く
、
湿
田
の
畦
道
が
参
道

と
な
る
。
い
ざ
戦
と
い
う
時
に
は
、
そ
の
湿

田
に
水
を
入
れ
て
し
ま
え
ば
突

っ
切
る
こ
と

な
ど
不
可
能
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
畦
道
を
ぐ

る
ぐ
る
廻

っ
て
い
る
と
直
線
距
離
で
真
直
ぐ

行
く
の
に
比
べ
て
何
倍
も
の
時
間
を
要
す
る

こ
と
と
な
る
、
と
い
う
造
り
に
し
た
。

ま
た
、
総
門
を
く
ぐ
る
ま
で
に
は
厚
い
土

塀
が
あ
り
、
内
堀
代
わ
り
の
弁
天
池

（当
時

は
深
さ
三
～
四
メ
ー
ト
ル
）
、
直
角
に
曲
が

る
鉤
の
手
、
中
段
か
ら
見
上
げ
る
城
郭

の
構

え
を
な
す
石
垣
、
駆
け
上
が
ろ
う
と
す
れ
ば

蹟
く
石
段
な
ど
の
構
築
を
し
た
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
禅
僧
の
知
識

・
智
慧
を
以

っ

て
構
築
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
た
い
せ
つ
に
信
仰
し
て
い
た
備

中
伊
勢
氏
の
守
り
本
尊
の
聖
観
音
菩
薩
を
本

尊
と
し
て
納
め
た
の
で
あ
る
。

法
泉
寺

の
構
え
は
当
時

の
ま
ま
で
あ
り
、

そ
れ
に
こ
そ
建
立
当
時

の
伊
勢
氏

の
こ
と
ざ

ま

。
思
い
を
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

｀レ

泉  寺

　ヽ
　
　
レ

　́
ヽ
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月  日 行   事 内 容

4月 29日 (7k)

5月

7月

7月

8月

9月 27日 (日 )

10月

1`1月

令和2年2月

甲‐雲公供養祭

並びに顕彰会総会

(法泉寺にて)

会 費 徴 収

会 報 発 行

役 員 会 (公民館 )

与 一 ま つ り

お 大 師 め ぐ り

役 員 会 (公民館 )

研 修 旅 行

会 幸及 発 行

早雲公供養祭並びに西江原史跡顕彰会総会は、コロナウイルス

感染予防の為、顕彰会役員のみで実施予定

令和死年度事業報告並びに会計報告、令和2年度事業計画 (案 )

並び |こ予算案と役員改選について

その他

5月 末までに各地区理事が集金の上 JA晴れの国岡山井原北支店ヘ

納入

西江原史跡顕彰会会報第62号

与 ‐公追善法要・袖神稲荷神社夏季人祭について

(袖神稲荷奉賛会共催 )

与一まつり実行委員会・袖神稲荷奉賛会と共催

西江原四国88ヶ所巡礼
一番札所霊山寺 (長谷山法泉寺境内)～二十一番札所大龍寺 (正雲寺境内)

与一公追善法要・袖神稲荷神社夏季大祭の決算報告 (仮 )

其の他

(予定 )

西江原史跡顕彰会会報 第63号  町内全戸配布

協 賛 事 業

西江原興学会主催

そ の 他

ふるさと探検

顕彰会関連備品の整備

顕彰会関連施設の新設及び点検補修

、　

）

収入の部

支出の部

(単位 千円)
科   目 本年度 予算額 前年度予算額 増 減 摘 要

1会 費 210 220 -10 1,000円 ×210ノ、
2 負担金 0 580 -580 秋季研修

お大師めぐり

8,000円 ×35人

500円 ×40人

3 補助金 20 20 小菅城址草刈 (井原市委託金 )

4 繰越金 435 487 -52 前年度繰越金

5 雑収入 35 75 御芳志、貯金利息等

合  計 700 1,382 -682

科   目 本年度予算額 前年度 予算額 増 減 摘 要

1 会議費 110 110 0
総 会 費

役員会費

100,000円

10,000円

2 事業費 0 922 -922 秋季研修

お大師めぐり

0

0

円

円

3 印刷費 200 160 40 会報印刷費 (2回 )
4 施設費 200 100 100 説明版等

5 繰出金 20 20 小菅城址草刈委託金 与一公追善法要会計ヘ

6雑 費 70 30 40

早雲供養祭

市観光協会費

事務費等

30,000円

3,000円

37,000円

7 予備費 78 40 38

合  計 678 1,382 -704

-40


